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ま
ず
国
道
１
８
０
号
を
総
社
方
面
に
走
り
、

真
金
交
差
点
北
を
西
に
曲
が
っ
て
一
直
線
に

約
１
０
分
。
ま
ず
最
初
に
向
か
っ
た
の
は「
日

本
の
原
風
景
」と
も
言
わ
れ
る
吉
備
路
風
土
記

の
丘
周
辺
で
す
。
広
が
る
田
園
風
景
や
五
重

塔
の
点
景
に
も
、新
型
ク
ラ
ウ
ン
は
不
思
議
に

溶
け
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

特
集
●
文
化
と
潮
の
香
り
を
満
喫
の
旅

●
備
中
国
分
寺

吉
備
路
を
代
表
す
る
史
跡
で
す
。
周
辺
に
も

た
く
さ
ん
史
跡
が
あ
っ
て
、ち
ょ
っ
と
時
間
を
か

け
て
じ
っ
く
り
見
た
い
と
こ
ろ
。
国
分
寺
は
、天

平
十
三
年（
七
四
一
）に
聖
武
天
皇
の
勅
願
に

よ
っ
て
全
国
に
建
て
ら
れ
た
官
寺
で
、
現
存
す

る
伽
藍
は
江
戸
時
代
中
期
に
再
興
さ
れ
て
後

に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
か
つ
て
は
南
門
、
中
門
、

金
堂
、
講
堂
、
塔
な
ど
の
伽
藍
が
立
ち
並
ぶ
今

以
上
の
規
模
の
大
寺
院
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

▼
総
社
市
上
林
１
０
４
６
／
散
策
自
由

●
く
ろ
ひ
め
亭

五
重
塔
が
そ
び
え
る
備
中
国
分
寺
の
境
内
に

あ
る
茶
店
。
総
社
市
の
観
光
案
内
所
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
黒
媛（
く
ろ
ひ
め
）は
、
仁
徳
天
皇

が
愛
し
た
と
い
う
吉
備
氏
の
女
性
で
近
く
の

こ
う
も
り
塚
に
眠
っ
て
い
る
と
か
。
そ
ん
な
浪

漫
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
古
代
の
お
米
、赤
米

で
で
き
た
甘
酒
な
ど
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
総
社
市
上
林
1
0
4
6
／
0
8
6
6-

92-

1
2

1
1
／
9
時
〜
18
時（
10
〜
3
月
は
17
時
ま
で
）／

無
休
／
赤
米
の
甘
酒
3
0
0
円

●
県
立
吉
備
路
郷
土
館

吉
備
路
一
帯
の
歴
史
資
料
な
ど
を
展
示
し
て

い
る
資
料
館
で
す
。
館
の
南
側
に
は
二
棟
の
移

築
民
家
が
あ
り
、
一
軒
は
医
師
で
初
代
山
手

村
長
が
自
宅
と
し
て
建
て
た
幕
末
期
の
住
宅
。

山
手
村
の
役
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
一
軒
は
、岡
山
市
沼
に
あ
っ
た
旧
山
陽
道

ぞ
い
の
茶
屋
。
昔
の
旅
人
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

休
憩
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

▼
総
社
市
上
林
1
2
5
2
／
0
8
6
6-

93-

2
2

1
9
／
9
時
〜
16
時
30
分
／
月
曜
休
／
入
館
1
5

0
円
／
移
築
民
家
は
見
学
自
由

●
備
中
国
分
尼
寺
跡

備
中
国
分
寺
か
ら
約
４
５
０
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
東
の
松
林
の
中
に
あ
る
史
跡
で
す
。
こ
こ
ま

で
来
る
と
観
光
客
の
多
い
休
日
で
も
非
常
に

静
か
。
吉
備
路
の
本
当
の
よ
さ
は
、
こ
ん
な
史

跡
め
ぐ
り
に
あ
る
の
か
も
。
南
北
に
細
長
く

伸
び
る
東
西
１
０
８
メ
ー
ト
ル
、
南
北
２
１
６

メ
ー
ト
ル
の
寺
域
の
中
に
南
門
、中
門
、金
堂
、

講
堂
跡
が
一
直
線
上
に
並
び
ま
す
。
特
に
金

堂
部
分
の
礎
石
は
古
代
そ
の
ま
ま
の
形
、
配

置
で
残
り
、
千
年
浪
漫
を
感
じ
ま
す
。

▼
総
社
市
上
林
字
皇
塚
／
散
策
自
由

昨
年
末
に
ゼ
ロ
ク
ラ
ウ
ン
が
デ
ビ
ュ
ー
。

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
そ
の
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
試
し
て
み
た
く
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
春
の
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

S
T
Y
L
I
S
H
で
頼
も
し
い
ク
ラ
ウ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
ば
も
う
気
分
は
ワ
ク
ワ
ク
。

も
ち
ろ
ん
乗
り
心
地
や
、
イ
ン
テ
リ
ア
も
快
適
そ
の
も
の
。

二
人
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
ド
ラ
イ
ブ
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

岡
山
ト
ヨ
タ
発→

国
道
１
８
０
号
･
県
道
２
７
０
号→

吉
備
路
風
土
記
の
丘

岡
山
〜
総
社
周
辺
　

吉
備
路
エ
リ
ア
を
ド
ラ
イ
ブ

くろひめ亭名物の「赤米の甘酒」 あー、美味しい

吉備路の街道茶屋で

吉備路のシンボル備中国分寺五重塔

古代の礎石がそのまま残っている国分尼寺



旧山陽道 
至神辺 

矢掛 

井原 

水車の里 
フルーツトピア 

華鴒美術館 

総
社
周
辺
〜
真
備
・
矢
掛
・
井
原
方
面
　

旧
山
陽
道
沿
線
の
ド
ラ
イ
ブ

2

特
集
●
文
化
と
潮
の
香
り
を
満
喫
の
旅

●
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路

昨
年
七
月
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
公
共
の

宿
、
国
民
宿
舎
「
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
」。
宿
泊

や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
だ
け
で
な
く
、
の
ん

び
り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
出
来
る
硫
黄
を
含

ん
だ
弱
放
射
能
性
の
天
然
温
泉
が
人
気
。
露

天
風
呂
や
サ
ウ
ナ
な
ど
施
設
も
充
実
し
て
い

て
、ジ
ャ
グ
ジ
ー
や
薬
草
湯
の
あ
る
洋
風
呂
と

岩
風
呂
の
和
風
浴
場
が
男
女
日
替
り
。

▼
総
社
市
三
須
8
2
5-

1
／
0
8
6
6-

90-
0
5

5
0
／
日
帰
り
入
浴
営
業
11
時
〜
30
時
30
分（
水

曜
は
15
時
か
ら
）／
大
人
入
浴
6
0
0
円

http://w
w
w
.sunroad-kibiji.com

/

●
民
宿
か
ぐ
ら
や

若
主
人
の
横
田
さ
ん
は
備
中
神
楽
に
魅
せ
ら

れ
て
、
神
楽
の
舞
の
み
な
ら
ず
神
楽
面
づ
く
り

に
ま
で
打
ち
込
む
一
途
な
人
。
玄
関
に
は
自

作
の
面
が
ず
ら
り
と
並
び
、
気
に
入
っ
た
も
の

を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
宿
に
は
隣
接

し
て
面
工
房
や
神
楽
の
稽
古
場
が
あ
り
、
事

前
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
見
学
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▼
総
社
市
三
須
7
9
6
／
0
8
6
6-

93-

2
1
6

4
／
か
ぐ
ら
面
・
一
万
円
ぐ
ら
い
か
ら

http://w
w
w
.kct.ne.jp/̃kagura/

●C
u
c
in
a

湯
田
園

そ
ろ
そ
ろ
お
昼
。
食
事
を
予
約
し
て
お
い
た
イ

タ
リ
ア
料
理
店
に
向
か
い
ま
す
。
場
所
は
作
山

古
墳
の
南
、オ
ー
プ
ン
し
て
一
年
余
り
の
お
店

で
す
が
、
自
家
栽
培
の
ハ
ー
ブ
や
ト
マ
ト
を
使

っ
た
料
理
は
知
る
人
ぞ
知
る
美
味
し
さ
。
昼

夜
と
も
に
、そ
の
日
そ
の
日
に
仕
入
れ
る
鮮
魚

な
ど
で
組
み
立
て
る
コ
ー
ス
仕
立
て
で
、
岡
山

産
の
フ
ル
ー
ツ
ふ
ん
だ
ん
の
デ
ザ
ー
ト
ま
で
す

べ
て
自
家
製
で
す
。

▼
山
手
村
岡
谷
1
2
4-

5
／
0
8
6
6
‐
93
‐
4

1
4
1
／
11
時
30
分
〜
14
時
、
17
時
〜
21
時
／
水

曜
休
／
昼
･
ス
パ
ゲ
テ
ィ
コ
ー
ス
1
2
0
0
円
･
魚

の
コ
ー
ス
1
4
0
0
円
、
夜
の
コ
ー
ス
は
2
8
0
0

円
〜

■
プ
ラ
ス
ワ
ン
情
報

○
雪
舟
生
誕
地

す
ば
ら
し
い
墨
彩
画
の
数
々
を
世
に
残
し
、
画
聖

と
讃
え
ら
れ
る
雪
舟
は
、
姓
は
小
田
氏
で
総
社
市

赤
浜
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
生
誕
地
碑
が
建
つ

の
は
、
岡
山
自
動
車
道
総
社
I
C
の
約
３
０
０
メ

ー
ト
ル
南
。
近
々
顕
彰
事
業

の
一
環
と
し
て
、
雪
舟
公
園

が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
総
社
市
赤
浜
／
0
8
6
6-

92-

8
2
7
7
／
散
策
自
由

○
宝
福
寺

画
聖
・
雪
舟
の
修
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
臨
済

宗
東
福
寺
派
の
古
刹
「
井
山
宝
福
寺
」。
少
年
時
代

か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
雪
舟
は「
僧
に

な
る
修
行
よ
り
も
絵
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
叱
ら

れ
て
柱
に
縛
ら
れ
、
そ
の
時
に
流
し
た
涙
で
ネ
ズ

ミ
を
描
い
た
」と
い
う
逸
話
で
有
名
で
す
。

▼
総
社
市
井
尻
野
／
散
策
自
由

吉
備
路
風
土
記
の
丘
周
辺
発→

国
道
４
８
６
号→

真
備
・
矢
掛
・
井
原
方
面

食
事
を
済
ま
せ
て
、
吉
備
路
か
ら
西
へ
。
総
社

市
を
起
点
に
、
真
備
・
矢
掛
・
井
原
と
結
び
、

広
島
県
に
通
じ
て
い
る
国
道
４
８
６
号
沿
線

を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
高
梁
川

を
渡
る
と
そ
こ
は
真
備
町
。
こ
の
町
の
春
は
タ

ケ
ノ
コ
一
色
で
す
。

●
竹
の
ま
ち
真
備

ま
き
び
公
園
に
あ
る
中
国
風
の
た
た
ず
ま
い

を
み
せ
る「
た
け
の
こ
茶
屋
」の
一
角
に
は「
竹

工
房
」が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
真
備
町
の
み

な
さ
ん
が
特
産
の
竹
材
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

工
芸
品
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
場
で
買
う
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
よ
。

▼
真
備
町
箭
田
／
0
8
6
6-

98-

1
1
1
1（
真
備

町
役
場
農
林
経
済
課
）／
10
時
〜
16
時
／
月
曜

休
／
見
学
自
由

http://w
w
w
.tow
n.m
abi.okayam

a.jp/

■
プ
ラ
ス
ワ
ン
情
報

○
真
備
町
観
光
タ
ケ
ノ
コ
園

真
備
町
の
タ
ケ
ノ
コ
を
買
う
な
ら
四
月
下
旬
の

日
曜
日
に
井
原
鉄
道
吉
備
真
備
駅
前
広
場
で

開
催
さ
れ
る「
筍
ま
つ
り
」が
お
す
す
め
。
そ
の

朝
掘
っ
た
ば
か
り
の
タ
ケ
ノ
コ
が
激
安
価
格
で

並
ぶ
。
ま
た
真
備
町
で
は
四
月
中
旬
〜
五
月
初

旬
の
日
祝
日
に
「
観

光
タ
ケ
ノ
コ
園
」が
オ

ー
プ
ン
。い
ろ
ん
な
タ

ケ
ノ
コ
料
理
の
も
て

な
し
も
大
人
気
だ
。

▼
い
ず
れ
も
問
い
合
わ

せ
は
0
8
6
6-

98-

1

1
1
1（
真
備
町
役
場

農
林
経
済
課
）

神楽面の工房におじゃましました

湯の華の香りが漂う
サンロード吉備路の新温泉

サンロード吉備路に隣接する吉備路つるの
里は見学自由

美しいイタリアンランチコースに舌つ
づみです

真備町の竹工房で…

●
矢
掛
町
水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア

旧
山
陽
道
を
さ
ら
に
西
へ
。
真
備
町
か
ら
矢
掛

町
へ
入
り
井
原
鉄
道
三
谷
駅
の
あ
た
り
を
北

へ
入
る
と
三
成
地
区
の
山
麓
に
広
が
る
フ
ル

ー
ツ
ト
ピ
ア
が
あ
り
ま
す
。
春
の
お
目
当
て
は

「
こ
こ
だ
け
の
美
味
し
さ
」と
評
判
の
、
と
よ
の

か
イ
チ
ゴ
。
４
月
に
な
る
と
予
約
制
の
イ
チ
ゴ

狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
打
ち
う

ど
ん
や
、わ
ら
細
工
な
ど
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

▼
矢
掛
町
東
三
成
3
9
7
4-

20
／
0
8
6
6-

83-

3
4
2
3
／
4
月
の
9
時
〜
16
時
開
園
／
期
間
内

無
休
／
食
べ
放
題
で
1
0
0
0
円



3

特
集
●
文
化
と
潮
の
香
り
を
満
喫
の
旅

●
華
鴒
（
は
な
と
り
）
美
術
館

イ
チ
ゴ
に
満
足
し
た
ら
次
は
ち
ょ
っ
と
知
的
に

美
術
鑑
賞
。
広
島
県
境
に
も
う
す
ぐ
と
い
う

井
原
鉄
道
子
守
唄
の
里
高
屋
駅
前
に
あ
る
こ

の
美
術
館
に
は
、金
島
桂
華
・
橋
本
関
雪
を
は

じ
め
著
名
な
日
本
画
家
の
作
品
が
ず
ら
り
。

美
し
い
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
、
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▼
井
原
市
高
屋
町
5
3
7-

1
／
0
8
6
6-

67-

2
2
2
5
／
9
時
〜
16
時
30
分
／
入
館
5
0
0

円
／
月
曜
休
館（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

http://w
w
w
.takaya.co.jp/hanatori/m

use

um
.htm
l

吉
備
路
を
西
に
向
か
う
道
筋
は
、
か
つ
て
の
山

陽
道
の
道
筋
。
国
道
４
８
６
号
は
井
原
か
ら

神
辺
間
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
と
も
呼
ば
れ
る

国
道
３
１
３
号
と
の
併
用
区
間
と
な
っ
て
県

境
を
越
え
ま
す
。
そ
し
て
福
山
市
街
を
通
っ
て
、

今
日
の
宿
を
予
約
し
て
お
い
た
福
山
市
鞆
の

浦
へ
向
か
い
ま
す
。

●
景
勝
館
漣
亭

（
け
い
し
ょ
う
か
ん
さ
ざ
な
み
て
い
）

鞆
の
浦
屈
指
の
美
風
景
と
し
て
知
ら
れ
る
、弁

天
島
、仙
酔
島
に
面
し
た
海
辺
に
あ
る
宿
。
広

鞆
の
浦
散
策

二
日
目
は
宿
を
出
て
、
午
前
中
は
今
で

も
江
戸
時
代
の
風
景
が
そ
の
ま
ま
残
る

景
勝
地
と
し
て
有
名
な
鞆
の
町
を
散

策
。
海
岸
に
は
、獲
れ
た
て
の
魚
を
売
る

朝
市
が
あ
り
、
名
物
の
サ
ヨ
リ
や
カ
レ
イ

が
干
し
て
あ
り
ま
す
。

●
備
後
安
国
寺
　

鎌
倉
時
代（
1
2
7
0
年
代
）に
創
建
さ
れ
、
後

に
南
北
朝
時
代
足
利
尊
氏
に
よ
り
安
国
寺
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
釈
迦
堂
と
堂
内
の
木
造

阿
弥
陀
三
尊
像
・
木
造
法
燈
国
師
坐
像
な
ど

は
国
重
文

▼
拝
観
料
１
５
０
円
／
８
時
〜
17
時
／
無
休

●
沼
名
前
（
ぬ
ま
く
ま
）
神
社
　

大
綿
津
見
命
を
祀
る
渡
守
神
社
と
須
佐
之
男

命
を
祀
る
祇
園
宮
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
に
つ
く
ら
れ
た「
延
喜
式
」に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
古
社

▼
散
策
自
由

●
山
中
鹿
之
助
首
塚
　

尼
子
氏
の
家
臣
山
中
鹿
助
は
、
主
家
の
再
興

を
願
い
兵
を
挙
げ
ま
し
た
が
天
正
六
年（
一
五

七
八
）、高
梁
川
阿
井
の
渡
で
討
た
れ
ま
し
た
。

鹿
助
の
首
は
鞆
の
静
観
寺
に
本
陣
を
敷
い
て

い
た
室
町
幕
府
最
後
の
将
軍
足
利
義
昭
に
よ

り
実
検
さ
れ
、こ
の
地
に
葬
ら
れ
た
そ
う
で
す

▼
見
学
自
由

●
さ
さ
や
き
橋

応
神
天
皇
の
頃
、
百
済
か
ら
の
渡
海
使
節
の

接
待
役
、武
内
臣
和
多
利
と
官
妓
、江
の
浦
は

役
目
を
忘
れ
夜
毎
こ
の
橋
で
恋
を
語
り
合
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
噂
に
な
り
二
人
は
海
に
沈

め
ら
れ
た
そ
う
で
、
そ
れ
か
ら
こ
の
小
さ
な
橋

は「
密
語
の
橋
」と
語
り
つ
が
れ
て
い
ま
す

▼
見
学
自
由

真
備
・
矢
掛
・
井
原
方
面→

福
山
市
街
地
経
由→

鞆
の
浦い

ロ
ビ
ー
は
、
古
い
旅
籠
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

内
装
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
ま
ず
私
た
ち
女

性
の
楽
し
み
は
、１
３
０
種
の
中
か
ら
好
み
の

も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
浴
衣
選
び
。
お
部

屋
で
ゆ
っ
く
り
い
た
だ
く
鯛
づ
く
し
の
春
の
お

料
理
も
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
よ
。
露

天
風
呂
の
つ
い
た
特
別
室
は
も
ち
ろ
ん
オ
ー
シ

ャ
ン
ビ
ュ
ー
。
海
面
に
映
る
月
光
が
と
っ
て
も

印
象
的
で
し
た
。

▼
福
山
市
鞆
町
鞆
4
2
1
／
0
8
4-

9
8
2-

2
1
2
1
／
1
泊
2
食
付
1
2
0
0
0
円
〜

http://w
w
w
.tom

o-skole.co.jp/keisho/

大きな水車が回ります。建物内
部では製粉を行います。

矢掛のイチゴはとっても甘い隠れ
た名産品です

日
本
画
の
美
に
し
み
じ
み
見
と
れ
る

料
理
だ
け
で
な
く
風
景
も
美
味
し
い
鞆
の
浦
の
宿
景
勝
館
漣
亭

安
国
寺
の
重
文
仏

小さな小さな「ささやき橋」
愛のメモリースポットとしてとっても有名です

沼
名
前
神
社
の
階
段
に
ふ
う
〜



至福山市街 

衣笠 

安国寺 

対潮楼 

漣亭 

澤村船具店 

ささやき橋 

医王寺 

阿藻珍味 

太田家住宅 

常夜灯 

沼名前神社 

鞆の浦歴史民俗資料館 

岡本亀太郎本店 

坂本龍馬 
いろは丸展示館 

山中鹿介首塚 

ホテル景勝館 

4

特
集
●
文
化
と
潮
の
香
り
を
満
喫
の
旅

●
太
田
家
住
宅
・
七
卿
遺
跡

明
治
維
新
直
前
に
公
武
合
体
派
に
追
わ
れ
、

都
落
ち
し
た
三
条
実
美
ら
七
公
卿
が
立
ち
寄

っ
た
鞆
の
名
家
。
十
八
世
紀
中
頃
〜
十
九
世

紀
初
期
の
建
物
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す

▼
０
８
４
‐
９
８
２
‐
３
５
５
３
／
入
館
４
０
０

円
／
10
時
〜
16
時
30
分
／
火
曜
休
館

●
い
ろ
は
丸
展
示
館
　

1
8
6
7
年
鞆
沖
で
沈
ん
だ
龍
馬
と
海
援
隊

の
船
、い
ろ
は
丸
の
引
き
揚
げ
物
、
龍
馬
の
か

く
れ
部
屋
、
沈
没
状
況
パ
ノ
ラ
マ
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
期
に
建
て
ら
れ
た
太
い

梁
の
堂
々
た
る
建
物
は「
大
蔵
」と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
す

▼
０
８
４-

９
８
３-

５
６
６
１
／
入
館
２
０
０

円
／
10
時
〜
16
時
30
分
／
年
末
年
始
休
館

鞆
の
民
俗
文
化
を
紹
介

●
医
王
寺
　

平
安
時
代（
8
2
6
年
）、弘
法
大
師
の
開
基
と

伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
の
寺
院
。
高
台
に
あ
り
、

鞆
随
一
の
名
景
が
眺
め
ら
れ
ま
す

▼
散
策
自
由

●
福
山
市
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館

昔
な
が
ら
の
鯛
漁
法
の
模
型
や
イ
カ
リ
づ
く

り
の
鍛
冶
場
、鞆
の
浦
と
ゆ
か
り
が
深
い
筝
曲

家
・
宮
城
道
雄
の
筝
・
愛
用
品
な
ど
の
遺
品

を
展
示
し
て
い
ま
す

▼
０
８
４-

９
８
２-

１
１
２
１
／
福
山
市
鞆
町
後

地
５
３
６-

１
／
９
時
〜
16
時
30
分
／
入
館
１
５

０
円
／
月
曜
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

歴
史
の
地
を
探
訪

宮
城
道
雄
愛
用
の
箏
を
見
学

造
り
酒
屋
だ
っ
た
太
田
家

●
澤
村
船
具
店
　

創
業
3
0
0
年
を
超
え
る
江
戸
期
創
業
の
伝

統
を
今
に
伝
え
る
船
具
専
門
店
。
主
人
の
猪

兵
衛
さ
ん(

62)

は
七
代
目
。
ボ
ト
ル
シ
ッ
プ
や

ラ
ン
プ
類
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
に
よ
い
品
物

も
沢
山
。
黒
光
り
す
る
柱
、
格
子
窓
な
ど
、
港

町
の
古
い
店
構
え
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す

▼
０
８
４-

９
８
２-

２
０
０
３
／
不
定
休

http://w
w
w
2.odn.ne.jp/sum

ler/

●
岡
本
亀
太
郎
本
店
　

二
千
年
近
い
歴
史
を
誇
る
日
本
で
最
も
古
い

薬
味
酒
、
保
命
酒
の
蔵
元
。
当
初
は「
吉
備
の

甘
酒（
う
ま
ざ
け
）」と
呼
ば
れ
、
後
に
人
皇
14

代
仲
哀
天
皇
の
御
代
に「
三
降
酒（
み
っ
つ
の
か

ら
も
り
の
さ
け
）」と
命
名
さ
れ
、
以
来
そ
の
品

質
に
幾
多
の
改
良
を
加
え
天
下
に
名
声
を
博

し
、
江
戸
時
代
に
至
っ
て
名
を
延
命
保
寿
の
意

よ
り
保
命
酒
と
改
め
ら
れ
ま
し
た

▼
０
８
４-

９
８
２-

２
１
２
６
／
9
時
〜
18
時
／

無
休

http://w
w
w
.honke-houm

eishu.com
/

太
古
の
昔
か
ら
造
り
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
保
命
酒

い
ろ
は
丸
の
あ
れ
こ
れ
を

展
示

か
わ
い
い
グ
ッ
ズ
も
あ
る
船
具
店

鞆の浦の春は潮風が心地よい
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特
集
●
文
化
と
潮
の
香
り
を
満
喫
の
旅

※
プ
ラ
ス
ワ
ン
情
報

○
観
光
鯛
網
　

瀬
戸
内
の
風
物
詩
「
観
光
鯛
網
」が

今
年
も
5
月
初
旬
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
鯛
網
は
、約
三
七
〇
年
前
か
ら

伝
わ
る
漁
法
で
、
出
漁
前
の
大
漁

祈
願
や
勇
壮
な
船
団
、
網
の
中
で

跳
び
は
ね
る
鯛
な
ど
見
所
い
っ
ぱ
い

やさしい春風も吹いてきて、 
いよいよアウトドアが楽しい季節。 
マイカーのハンドルを握って、野や山にという人も多いはず。 
そこで今回はインターネットで見つけた 
「春レジャーのお役立ち&注目アイテム」を大特集。 
GAZOO商店街などのネットショップにアクセスしてみました。 

燃料は新聞紙だけでOK 

アウトドアグリル  
クイッククック 

小径車に高級装備を凝縮したモデ
ル。６段変速にＭＴＢタイプの泥除
けとデュアルサスペンション搭載。
乗り心地ＵＰした思わず遠出をしたく
なるＢｉｋｅです。折りたたみサイズは
約90×69×38（cm）で重量は約
17kg。イージスバイクと呼びたいＦ
ＤＢです。  
●適応身長：150cm以上 
●From USA　 
 
 

GAZOO商店街 
［TTC Plaza］ 
 

ナチュラムCorp 
 
 

トランクにもすっぽり収まる折りたたみサイクル 

76リブリカント76バイクライダー 
 

新聞紙を効率良く燃焼させる空気の流
れをコンピュータを駆使して徹底追求。
本体に大小70の空気穴を空けることで、
新聞紙約12枚のみを燃料にして炭の
約5倍速での加熱を実現。燃えカスも
ほとんど残らないので、後片付けも楽々。 
 

 

 

●
弁
天
島
　

鞆
の
浦
沖
に
浮
か
ぶ
小
島
。
弁
財
天
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
に
初
夏
が
訪
れ
る
５
月

の
最
終
土
曜
日
、は
る
か
西
の
島
々
の
間
に
夕

日
が
沈
む
頃
、
弁
天
島
の
空
に
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
す
。

鞆
の
浦→

沼
隈
・
福
山
西
Ｉ
Ｃ
経
由→

岡
山

●
衣
笠

魚
屋
も
経
営
し
て
い
る
の
で
、
鞆
の
浦
で
揚
が

っ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
魚
が
い
つ
で
も
食
べ
ら

れ
ま
す
。
一
番
の
人
気
は
小
鉢
、炊
き
合
わ
せ
、

造
り
、
天
ぷ
ら
な
ど
に
コ
ー
ヒ
ー
ま
で
付
く
四

季
定
食
や
天
丼
。
も
ち
ろ
ん
春
は
鯛
づ
く
し

な
ど
も
人
気
で
す
。

▼
福
山
市
鞆
町
鞆
1
5
0-
12
／
0
8
4-

9
8
3-

5
3
3
0
／
11
時
30
分
〜
14
時
、
17
時
30
分
〜
21

時（
日
曜
、
祝
日
は
休
憩
無
し
）／
水
曜
休（
祝
日

の
場
合
翌
日
）／
四
季
定
食
1
8
0
0
円
、
鯛
づ

く
し
膳
3
0
0
0
円
、
お
つ
く
り
定
食
1
3
0
0

円
〜

●
対
潮
楼
　

海
岸
山
千
手
院
福
禅
寺
は
、
平
安
時
代
創
建

と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
寺
院
。
本
堂
に
隣
接

す
る
対
潮
楼
は
、
江
戸
時
代
の
元
禄
年
間（
一

六
九
〇
年
ご
ろ
）創
建
の
客
殿
で
国
の
史
跡
。

座
敷
か
ら
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
く
朝
鮮
通
信

使
が「
日
東
第
一
形
勝
」と
賞
賛
し
ま
し
た

▼
0
8
4-

9
8
2-

2
7
0
5
／
入
館
2
0
0

円
／
無
休

▼
5
月
末
ま
で
は
毎
日
開
催
／
開
催

時
間
＝
月
〜
土
曜
日
は
午
後
1
時
30

分
〜
。
日
曜
祝
日
は
午
前
10
時
30
分

〜
、
午
後
1
時
30
分
〜
の
2
回
※
所
要

時
間
約
1
時
間
40
分
／
と
こ
ろ
＝
福

山
市
鞆
町
仙
酔
島
※
観
覧
券
を
提
示

し
た
人
は
、
市
営
渡
船
料〔
鞆
〜
仙
酔

島
〕は
不
要
／
一
般
乗
合
船
で
の
観
覧

3
0
0
0
円
／
即
売
＝
捕
れ
た
鯛
を
船

上
で
安
値
で
即
売
／
0
8
4-

9
2
6-

2
6
4
9（
福
山
市
観
光
協
会
）

ま
さ
に
値
千
金
の
眺
望

鯛
ち
く
わ
づ
く
り
を
体
験

え
び
せ
ん
べ
い
も
焼
い
て

鯛ちくわで有名な「うをの里」

海
鮮
料
理
が
美
味
し
い
衣
笠

メ
ニ
ュ
ー
は
ご
ち
そ
う
膳
か
ら

丼
も
の
ま
で

●
う
を
の
里

鞆
ノ
浦
の
町
を
後
に
し
て
沼
隈
方
面
へ
。
途

中
、
鞆
の
浦
を
望
む
山
腹
に
あ
る
阿
藻
珍
味

職
人
館
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
手

に
ぎ
り
鯛
ち
く
わ
づ
く
り
な
ど
の
い
ろ
ん
な
体

験
が
楽
し
め
ま
す
。
建
物
は
、
瓦
茸
き
、
添
喰

の
白
壁
の
造
り
で
江
戸
期
の
浜
の
蔵
屋
敷
の

よ
う
。
も
ち
ろ
ん
水
産
加
工
品
の
製
造
工
程

の
見
学
や
買
い
物
も
楽
し
め
ま
す
。

▼
福
山
市
鞆
町
後
地
1
5
6
7-

1
／
0
8
4-

9

8
2-

3
3
3
3
／
9
時
〜
16
時
30
分
／
月
曜
休

（
祝
日
の
場
合
翌
日
）／
入
館
無
料
／
体
験
価

格
＝
鯛
ち
く
わ
1
本
1
6
0
円
な
ど

http://w
w
w
.am
ochinm

i.com
/
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福山 
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特
集
●
文
化
と
潮
の
香
り
を
満
喫
の
旅

吉
備
路
か
ら
西
へ
、
西
へ
と
向
か
っ
た
今
回
の

ド
ラ
イ
ブ
。
ど
う
で
し
た
、
み
な
さ
ん
も
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が

い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
鞆
の
浦
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風
景
。
帰
途
は
沼
隈
町
の
、

み
ろ
く
の
里
か
ら
山
陽
自
動
車
道
福
山
西
イ

ン
タ
ー
を
経
由
し
て
岡
山
へ
帰
り
ま
し
た
が
、

バ
ラ
の
季
節
な
ら
福
山
市
内
の
バ
ラ
公
園
な
ど

に
も
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
新
し
い
ク

ラ
ウ
ン
で
の
と
っ
て
も
快
適
で
楽
し
い
２
日
間

で
し
た
。

※
プ
ラ
ス
ワ
ン
情
報

○
バ
ラ
公
園
　

福
山
の
市
の
花
で
、
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
バ
ラ
が
、

約
１
３
４
０
０
㎡
の
敷
地
に
約
２
８
０
種
、
４
５

０
０
本
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン

ス
他
各
国
の
バ
ラ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、５
月
に

は「
福
山
バ
ラ
祭
り
」が

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
バ
ラ
苗
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
バ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
、

音
楽
祭
、
パ
レ
ー
ド
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物

が
開
か
れ
ま
す
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福
山
市
観
光
協
会
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○
多
幸
半
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た
こ
は
ん
）

福
山
市
内
で
お
す
す
め
の
海
幸
グ
ル
メ
の
店
が

こ
こ
。
近
く
の
寄
島
漁
港
に
そ
の
日
そ
の
日
に
水

揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
そ
の
も
の
の
旬
の
魚
介
は
格

別
。
値
段
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
と
あ
っ
て
人
気
赤
丸

急
上
昇
中
な
の

で
、
で
き
れ
ば
予

約
を
入
れ
て
お
き

た
い
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／
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曜
休（
日
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は

月
曜
休
）／
多
幸
半

コ
ー
ス
3
0
0
0
円

な
ど

アウトドアはもちろん、普段の着こなしにもマッチ 
ソリューションファニーパック 
 

マリンスポーツで濡れた物などや、ペットを乗せてシートが濡れ
たり汚れたりした事がありませんか？水や汚れに強いウェットス
ーツ素材使用のこの「ＢＯＮＦＯＲＭシンプルネオ」で、あなた
の愛車のシートをしっかりガード。丸洗いもOKです。リヤシート
以外にも、カーゴマットとしても利用できます。 
●サイズ：1250×1250（mm） 

［GAZOO商店街］ 
K-BAZAAR 
 

ナチュラムCorp 
 

●GAZOO商店街 http://gazoo.com/shop/
各商品の価格等、詳しくは、下記ホームページでご確認ください。 

●ナチュラムCorp http://www.naturum.co.jp/

トヨタF1チームオフィシャルグッズ 

トヨタF1チーム・ベーシックキャップ 
 トヨタ自動車(株)公認の「トヨタF1チームオフィシャルグッ
ズショップ」がリリースするキャップです。前面と左サイドに
トヨタF1チームロゴが刺繍されています。しかも前面の刺
繍は立体的な作り。 
●サイズはフリー（58～60ｃｍ）。 
 

メインルーム内にも使い勝手の良い吊りポケ
ットを付け、従来のウエストパックの難点を解決。
素材は超軽量、高防水性（2000ｍｍ）210デ
ニールナイロンリップストップを使用し、縫製は
米軍ミルスペックを基準に厳しく品質管理。
安全性、機能性は日本市場に合わせて開発
されています。 

GAZOO商店街 
［デジタルメディアサービス㈱］ 
 
 

水や汚れに強い！マリンスポーツに！ 
ペットとのドライブに最適 
ＢＯＮＦＯＲＭシンプルネオリヤタイプ  
 

　GAZOO商店街 
［オートプラザラビット］ 
 
 

プリンタに差し込むだけで、赤外線機能のついた
NTTドコモの携帯電話（D505 i／N505 i／
SH505i／SO505i／F505i／N504is／P504is
／F504isなど）からデータを直接送信。写真プリ
ントや電話帳プリントがワイヤレスで簡単に楽しめ
ます。 
 

赤外線通信で携帯画像を 
ワイヤレスプリント 
エプソン赤外線通信カード PMPTIR1 
※対応プリンタ：カラリオPM―860PTが必要 
 

※最新スペック・詳細につきましては、メーカーのホームペー 
　ジ等でご確認下さい。 

 こだわりのバーベキューボックス！ 
 スノーピークツインバーベキューボックスＰＲＯ 
  
 
分割された２つの引き出しボックス
は、今まで面倒だった着火から、炭
の追加までの一連の炭の操作を
スムーズで快適なものにしました。
素材は清潔なステンレススチール
と頑丈で風合の良い鋳鉄のコン
ビネーション。ハイエンドユーザー
向けの全く新しいバーベキューシ
ステムです。 
 

GAZOO商店街 
［LOFT］ 
 

●
み
ろ
く
の
里

ド
ラ
イ
ブ
の
締
め
く
く
り
は
、
遊
園
地
や
プ
ー

ル
の
あ
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
へ
。
み
ろ
く

の
里
は
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
＆
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
、
美
術

館
、
温
泉
施
設
な
ど
も
集
ま
る
大
人
も
子
供

も
大
満
足
の
パ
ー
ク
エ
リ
ア
。
と
り
わ
け
昭
和

三
十
年
代
の
街
並
を
再
現
し
た「
い
つ
か
来
た

道
」と「
思
い
出
横
丁
」は
大
人
気
エ
リ
ア
。
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
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とっても快適な新型クラウンでした

み
ろ
く
の
里
は
デ
ー
ト
に
よ
さ
そ
う
で
す
ね

時
代
が
さ
か
の
ぼ
る

「
い
つ
か
き
た
道
」を

歩
き
ま
す

ノスタルジーな気
分になれます


